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編集後記 130 
◆「今年も桜を拝むことができた」というのは、小

さな幸せだった。それが歳を重ねるたびに大きな幸

せに移り変わっていっている。あと何年桜を見るこ

とが出来るだろうと思うと、大きな幸せへと変化し

ているのである。 

◆このように価値観が変わってきていることはない

だろうか。母親は 65 歳で心臓病によって亡くし、

父親は結構長生きして老衰とでもいうのだろうか

89 歳で亡くなっている。あと 10 日頑張れば「卒

寿」だったのに。母親は急逝だったのでいたしかた

ないが、父親は老いゆくさまを自分にしっかり見せ

てくれた。意識はしっかりしているが、身体が衰え

ていくのだ。何回も転倒を繰り返しおこし、転倒す

るたびに額を切って血を流し、そのたびに救急車を

呼んで、それが早朝だったり深夜だったりで、多く

の人に御迷惑をおかけした。「しっかりしてほしい」

「私の知っている父親はこんなではなかった」とい

う思いから、「手すりをしっかり持たないからこうい

うことになるんでしょ・・・」という言葉を発して

しまった。気位が高く昔だったらこんな言葉を言わ

ないであろう父は、「すまない・・・」としか言い訳

もせずに謝っていた。「もう限界」と、勝手に自分で

呼び寄せておきながら言い訳をした。毎日食事を作

り、時には入浴の世話をし・・・度重ねての救急車

騒ぎ・・・施設に入れざるを得なかった。 

https://akaiyane.org Book Guide で紹介した本は、新刊として菅生・蔵敷こども文化センターに配架されます。 

三浦太郎/作 

 

 

あすなろ書房 

1300円＋税 

 

◆だが、自分が後期高齢者と言われる歳になって、何

となくわかるようになってきた。いくら自分が注意

しても出来ないことが増えるのだ。手のしびれ感に

よって、特に左手の薬指と小指に違和感があり、パソ

コンを打つのに多少苦労し、昔のようにブラインド

タッチで打てなくなった。老眼により目はかすみ、重

いものが持てなくなる、集中力がなくなる・・・昔、

出来ていたことができなくなる。これからの自分を

考えると空恐ろしくなるし、父親に対し「手すりを持

って」と強い口調で言ったことを反省する。もしかし

たら自分も転倒を繰り返すんじゃないか。その時、介

助してくれた人に、父のように「すまない」という言

葉がすんなり出るだろうか。私も父に似て気位が高

いので心配である。 

◆「手すりをちゃんと持って・・・」ときつい言葉で

言ったことは、反省しなくてはならない。このことだ

けにとどまらず、今までに多くの人を知らず知らず

の内に傷つけてきたであろうことか。吐いた言葉に

対して責任を取らなくてはならないとよく言われ

る。しかし、後になってから分かることもあるのだ。

生きている限り、他人に迷惑をかけ、自分では分から

ず他人を傷つけてしまうことと思う。また、他人より

迷惑をこうむり、他人より傷つけられることもある。

相見互いであり、人の「業」とも言えるのではないか。 

                  針山直幸 

 

歳を重ねるということ 

 

お仕事は子どもの見守りや施設の清掃などです 

こどもと接するのが好きな方、 

一緒に働きませんか？ 

募 集 人 数：若干名         

勤務場所①：菅生・蔵敷・白幡台・平こども文化センター 

勤務場所➁：稗原小・菅生小・犬蔵小・白幡台小・平小わくわくプラザ 

年 齢：２２歳～６０歳（主婦・フリーターの方歓迎） 

勤務日数①➁ともに：週 1 日～4 日     

勤務時間①：主に 18～21 時までの間（１日 3 時間くらい）    

勤務時間➁：学校放課後～１９時までの間（１日 3～４時間くらい）  

※学校長期休業期間は、８時～１９時の間（一日 4～6 時間くらい）       

勤 務 形 態：毎月希望シフト制  

時 給：1,165 円～      

交 通 費：実質支給上限５００円/日額 

 

まずは、お気軽にお近くのこども文化センターまでお問い合わせください。    

                    

稗原小わくわくへのお問合せは菅生こども文化センター ９７6―０４４４ 担当 仁平 

菅生小わくわくへのお問合せは蔵敷こども文化センター ９７７－２５７７ 担当 松尾 

犬蔵・白幡台小わくわくへのお問合せは白幡台こども文化センター ９７７－８６００ 担当 鈴木 

平小わくわくへのお問合せは平こども文化センター   ８６５－１０３２ 担当 後藤 

みち 

 

４月２０日(土)、水沢の森で蔵敷・菅生こども文化センター合わせて７０名

の子どもたちが「筍掘り」を体験しました。この「筍掘り」は、公園を整備・

管理している水沢森人の会が竹林整備として行っているもので、どうせ間引

くなら、子どもたちに楽しんでもらおうと行っているものです。今年は、南

菅生自治会の子どもたち約 10 名と一緒に、350 本を超える筍を掘りまし

た。なかには、１ｍを超える大物を掘り出した子もいました。 

朝 9 時 15 分にこども文化センターに集合し、歩いて水沢の森へ出発。 

当日は、気温が上がって子どもたちの体力が心配でしたが、みんな元気に

こども文化センターへ帰ってきて、「大変だったけど楽しかった」などの感想

がありました。 

【上】筍のお話しを聞く子どもたち 

【下】みんなが掘った大量の筍たち 
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044-977-2577 

５月 1・8・15・22・29 日(水) 15：00～16：30 

あそべば(ぞうさんのポケット) 誰でも 無料 

 1 日 スタッフ VS こども３番勝負 

 8 日 ボードゲームセンター 蔵敷 

15 日 忍者クラブ 

22 日 天下一武道会 

29 日 リアル脱出ゲーム ～閉ざされた部屋の脱出～ 

 

5 月 10 日(金) 16：00～17：00 

だがし亭きらぴぃ ～駄菓子屋さん～ 

10 円～ 一人 150 円迄 

 

5 月 23 日(木) 10：30～11：30 

うりっこひろば ～のびのびっこ～ 

未就学児親子 無料 

 

5 月の工作 

いつでも工作 ぞうしきくらふと 

～くるくるレインボー～  

誰でも 無料 

やりたい時に、スタッフに声をかけて下さい。 

 

 

 

 

044-976-0444 

5 月 1・8・15・29 日(水)  15：00～16：30 

あそべば 誰でも 無料 

1 日 恭平君とあそぼう 

８日 七輪の日 

15 日 こぶんスタッフと３番勝負 

29 日 鬼ごっこまつり 

 

５月 12 日(日) 

わかば祭 誰でも 

 

5 月 17 日(金) 10：45～11：30 

がおがおらんど ～つみ草でそめもの体験～ 

未就学児親子 無料 

 

5 月 19 日(日) 10：30～12：.30 

のびのびサンデー ～おそとでクッキング～ 

無料 誰でも(幼児は保護者同伴) 要申込 25 名 受付

開始 4/21～ 

 

5 月 22 日(水) 1５：０0～16：30 

おやつづくり ～ふわふわホットケーキ～ 

小学生 200 円 要申込 5/1～5/18 

 

５月 23 日(木) 15：30～17：00 

居菓子屋ぶん ～駄菓子屋さん～ 

誰でも 10 円～ 一人 150 円迄 

 

5 月 25 日(土) 10：00～15：00 

ONEぱーく ～飯ごうでカレーライスとプリンづくり 

＆ペットボトルロケットであそぼう～ 

小学 3～6 年 400 円 30 名 要申込～5/20 

 

5 月の工作 

いつでも工作 すがお工房 

～ちょこんとマスコット～ 誰でも 無料 

やりたい時に、スタッフに声をかけて下さい。 

 

 

044-976-0444 

６月 5・12・19 日(水) 15：00～16：30 

あそべば 誰でも 無料 

 ５日 七輪の日 

12 日 e スポーツ 

19 日 ぞうしきとオンラインで結んでリアル野球盤 

 

6 月 13・27 日(木) 15：30～17：00 

居菓子屋ぶん ～駄菓子屋さん～ 

誰でも 10 円～ 一人 150 円迄 

 

6 月 1６日(日) 10：30～12：30 

のびのびサンデー ～ふわふわマスコット～ 

無料 誰でも(幼児は保護者同伴) 

要申込 25 名 受付開始 5/19～ 

 

６月 21 日(金) 10：45～11：30 

がおがおらんど ～さわってみよう 歩いてみよう～ 

未就学児親子 無料 

 

６月 22 日(土) 10：00～15：00 

ONEぱーく ～段ボールハウスを作ろう～ 

小学 3～6 年 150 円 30 名 要申込～6/17 

 

６月 2６日(水) 1５：０0～16：30 

おやつづくり ～クレープ～ 

小学生 200 円 要申込６/1～６/1９ 

 

6 月の工作 

いつでも工作 すがお工房 ～やぶさめ～  

誰でも 無料 

やりたい時に、スタッフに声をかけて下さい。 

 

 

 

 

044-977-2577 

6 月 5・12・19・26 日(水) 15：00～16：30 

あそべば(ぞうさんのポケット) 誰でも 無料 

 5 日 ドッヂボール大会 

12 日 お絵描き対決 

19 日 すがおとオンラインで結んでリアル野球盤 

26 日 忍者クラブ 

 

6 月 21 日(金) 16：00～17：00 

だがし亭きらぴぃ ～駄菓子屋さん～ 

10 円～ 一人 150 円迄 

 

6 月の工作 

いつでも工作 ぞうしきクラフト 

～プチランドセルストラップ～  

誰でも 無料 

やりたい時に、スタッフに声をかけて下さい。 

「こども文化センター」ってどんなとこ？ 

 知ってるようで意外と知らない「こども文化センタ

ー」を御案内します。 

●ご用時間は● 

9：30 から 21：00 迄です。但し、18：00 以

降は中学生以上です。幼児のご利用は保護者同伴

となります。日曜・祝日は 18：00 迄となります。 

 

●休館日は● 

ございません。但し、年末・年始 12 月 29 日か

ら 1 月 3 日まではお休みをいただきます。 

●どんな人が使えるの● 

0 歳からお年寄りまで誰でも自由に使えます。但

し、児童厚生施設の関係上、団体で一部屋優先的に

ご利用の場合、児童または児童関係団体が優先に

なりますのでご承知おきください。このように団

体で一部屋借り切って利用することが出来ます。

団体利用をご希望の方は、電話でお問い合わせ頂

き団体利用申請書を書きにお越しください。利用

料は無料です。 

 

●費用は● 

基本的に無料です。但し、事業によっては「受益者

負担」をお願いする場合がございます。お申し込み

は、先着順となりますので、こども文化センターま

でお越しください。 

●どんなことをやっているの● 

下のアクセスと、「おしらせ」を参照してください。 
菅生こども文化センター 

蔵敷こども文化センター 

2 3 


